
 

ふなばしタウンレポート 
 

 このレポートは、幅広く市民の皆さまの声をお聞きし、市政に反映するために、 

令和 5 年 10 月に実施した「船橋市市民意識調査」の主な結果をとりまとめたものです。 

 船橋市では、魅力あるまちづくりをめざし、市民の皆さまと一緒に今後の施策を展開

してまいりたいと考えております。 
 

＜「船橋市市民意識調査」の概要＞ 

（１）調査対象  船橋市在住の満 18 歳以上の男女 3,000 人 

（２）標本抽出  住民基本台帳から性別、年齢、地域などを考慮して無作為抽出 

（３）調査方法  郵送法（郵送配布－郵送回収） 

（４）調査期間  令和 5 年 10 月 5 日（木）～10 月 25 日（水） 

（５）有効回収数 1,406 人（46.9％） 

◆集計は、小数点第２位を四捨五入してある。したがって、数値の合計が 100.0％にな

らない場合がある。 

◆（ｎ）は、基数となるべき実数であり、設問に対する回答者数である。 

◆回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出している。したがって、

複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100.0％を超えることがある。 

◆本文や図表中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している。 

 
 
 

 

 

（１）性別    （２）年齢    （３）居住地区 

 基数 
構成比 

（％） 
  基数 

構成比 

（％） 
  基数 

構成比 

（％） 

1. 男性 571 40.6  1. 18～29 歳 138 9.8  1. 南部地区 253 18.0 

2. 女性 834 59.3  2. 30～39 歳 175 12.4  2. 西部地区 321 22.8 

3．自認する性別 

 

0 0.0  3. 40～49 歳 246 17.5  3. 中部地区 174 12.4 

(無回答) 1 0.1  4. 50～59 歳 289 20.6  4. 東部地区 364 25.9 

 合 計 1,406 100.0  5. 60～69 歳 231 16.4  5. 北部地区 246 17.5 

    6．70 歳以上 286 20.3  (無回答) 48 3.4 

    (無回答) 41 2.9   合 計 1,406 100.0 

     合 計 1,406 100.0 

 

船橋市 市長公室 市民の声を聞く課 
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ホームページ    https://www.city.funabashi.lg.jp/ 
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回答者のプロフィール 
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（１）船橋市への定住意向 

◇「住み続けたい」と「しばらくは住み続

けたい」を合わせた割合は、８割を超え

ている 

 

 

（２）船橋市の住みごこち 

◇「住みよい」と「まあまあ住みよい」を

合わせた割合は、９割近くとなっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）情報を入手するためによく利用する 

もの（上位 5 項目） 

◇「携帯機器（スマートフォン、タブレッ

ト等）」の割合が最も高く、８割を超え

ている 

 

（２）広報紙やホームページで知りたい 

情報（上位 6 項目） 

◇「医療（予防接種、休日診療など）」の

割合が最も高く、４割を超えている 

 

  

２ 広報活動について 

医療（予防接種、
休日診療など）

催し物やイベント、
サークル活動

公共施設の利用案内

福祉（給付、貸付、
サービスなど）

都市計画や再開発の
まちづくり （n=1,406）

新型コロナウイルス
関連情報

（複数回答）

43.0 

37.1 

29.5 

20.0 

13.7 

12.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=1,406

あまり住み

よくない

9.6%

住み

よくない
1.9%

わからない

1.5% 無回答

0.5%

住みよい

28.6%

まあまあ

住みよい
57.9%

携帯機器 （スマート
フォン､タブレット等)

テレビ（ケーブル
テレビを除く）

パ ソ コ ン

新 聞

（n=1,406）

ラ ジ オ （複数回答）

81.1 

42.5 

28.8 

25.2 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 住みごこちについて 

n=1,406

できれば

移転したい
4.2%

移転したい

0.9%

わからない

8.7%

無回答

0.7%

住み続けたい

59.9%

しばらくは

住み続けたい

25.6%
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（１）健康診査・人間ドッグの受診状況 

◇過去３年以内で、健康診査・人間ドック

を受診したことがある人の割合は８割

弱となっている 

 

（２）健康診査・人間ドッグを受診しない

理由（上位 5 項目） 

◇「時間が取れなかったから」の割合が最

も高く、３割を超えている 

 

 

 

 

 

 

（１）ボランティアや市民活動への参加状況 

◇「現在参加している」と「過去に参加し

たことがある」を合わせた割合は、２割

を超えている 

 

（２）ボランティアや市民活動に参加する

状況・条件（上位 5 項目） 

◇「興味を持てる活動があれば」の割合が

最も高く、４割近くとなっている 

 

 

3 健康診査および健康意識について 
 

4 ボランティア・市民活動について 

n=1,406

現在参加

している

6.8%

無回答

0.4%

過去に参加

したことが
ある

19.1%

参加したことはない

73.7%

時間が取れなかった
から

費用がかかるから

医療機関に通院してい
るから、治療中だから

健康に自信があり、必
要性を感じないから

（n=293）

忘れていたから （複数回答）

31.4 

25.3 

24.6 

19.8 

8.2 

0% 10% 20% 30% 40%

n=1,406

無回答

0.4%

はい

78.8%

いいえ

20.8%

興味を持てる活動が
あれば

短い時間でも可能
な活動があれば

気軽に入れる団体が見
つかれば

活動場所の制約が無け
れば(オンラインなど)

（n=1,036）

活動するお金の
ゆとりがあれば

（複数回答）

37.6 

25.7 

11.8 

10.2 

10.1 

0% 10% 20% 30% 40%
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（１）居住している住宅の満足度 

◇「非常に満足である」と「やや満足で

ある」を合わせた割合は、７割を超え

ている 

 

（２）居住している住宅で困っている 

ことや不安に思っていること 

（上位 5 項目） 

◇「住宅の老朽化」の割合が最も高く、

３割を超えている 

 

 

 

 

 

 

（１）ここ数年でよくなったもの 

（上位 8 項目） 

◇「健康増進」が最も高く、３割を超えて

いる 

 

 

（２）力を入れるべきもの 

（上位 8 項目） 

◇「道路・交通」が最も高く、４割を超え

ている 

 

 

 
 

５ 居住する住宅について 

6 市の施策について 

健 康 増 進

子 ど も ・ 子 育 て 支 援

道 路 ・ 交 通

地 域 医 療

計 画 的 な 都 市 づ く り

文 化 ・ ス ポ ー ツ

高 齢 者 福 祉 （n=1,406）

汚 水 処 理 （複数回答）

30.7 

21.8 

19.0 

18.1 

14.2 

13.7 

13.4 

13.2 

0% 10% 20% 30% 40%

道 路 ・ 交 通

子 ど も ・ 子 育 て 支 援

高 齢 者 福 祉

地 域 医 療

生 活 安 全 ・ 生 活 衛 生

学 校 教 育

防 災 ・ 減 災 （n=1,406）

計 画 的 な 都 市 づ く り （複数回答）

44.2 

32.6 

30.7 

27.9 

20.7 

20.2 

17.9 

16.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住 宅 の 老 朽 化

耐 震 性

住宅の広さ・間取り

住環境（採光、通風、
騒音等）

（n=1,406）

住 宅 の 防 犯 性 （複数回答）

33.4 

20.5 

17.5 

14.9 

11.2 

0% 10% 20% 30% 40%

n=1,406

非常に不満

である
2.3%

無回答

0.9%

どちらとも

いえない
10.5%

やや不満

である
14.6% 非常に満足

である
28.9%

やや満足

である

42.8%


